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日ごろは徳島市政の推進につきまして、格別のご配慮を賜り 

厚くお礼申し上げます。 

新型コロナウイルス感染症は、国内初確認から２年余りが経過

しましたが、いまだ収束が見通せない状況が続いております。 

本市としましても、ワクチン接種の促進や基本的な感染対策の徹

底の周知とともに、関係機関と緊密に連携し、社会・経済活動の

回復と活性化に全力で取り組んでまいります。引き続き本市の関

連施策の推進につきましてご支援・ご協力をお願い申し上げます。 

 

さて、本市は今年５月に「SDGｓ未来都市」に選定されまし

た。今後、本市ならではの取組を積極的に進めることで、「みん

なでＳＤＧｓを実現するまち」を目指してまいります。あわせて

『徳島市総合計画２０２１』に掲げる将来像である「わくわく実

感！ 水都とくしま」の具現化に向け、「中心市街地の新たなま

ちづくり」をはじめ「地方創生」、「国土強靱化」などの重要課

題に取り組んでいるところです。これらの諸課題に迅速・的確に

対応し、「わくわくを実感できるまち」を実現させていくために

は、貴職の一層のご支援・ご協力が必要不可欠でございます。 

つきましては、令和５年度の予算編成及び施策の決定に際し、 

このたび要望いたします本市重要事項について、特段のご高配を

賜りますようお願い申し上げます。 

 

令和４年８月 

 

 

  徳島市長 内藤 佐和子 
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令和５年度に向けた 

国の予算及び施策に関する重要要望事項 
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 基幹系情報システムの標準化・共通化 
に向けた支援について 

＜主管省庁局 総務省自治行政局、 

デジタル庁デジタル社会共通機能グループ＞ 

【要望の趣旨】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【徳島市担当部課】総務部デジタル推進課 

目標時期までに移行を完了させるには、体制整備を含む財源の確
保、様々なリスクに対応したスケジュールの策定及びシステム事
業者の人材確保が不可欠である。 

○本市では、住民情報を扱うほとん
どの業務について、メインフレー
ム上で独自開発した情報システム
を利用している。 

 
○推進体制として、ワーキンググル

ープを立ち上げ、現行システムの
概要調査や標準仕様との比較分析
を進めているが、担当職員は各所
属の通常業務も受け持っている。 

 
○対応作業について、国からの仕様

や手順書等の提示待ちとなる場合
があるため、作業スケジュールを
組みにくい。 

 

 

次の３点について、特段のご配慮をお願いします。 
 

１．国からの仕様や手順書等については、予定時期から遅滞することなく自

治体に提供されること。 

２．移行に係る支援として、担当職員の増員も視野に入れた追加の財政措置

など、各自治体の実情に応じた柔軟な措置を講じること。 

３．システム事業者に対し、地方においても人材不足に陥らないよう対策を

講じること。 

基幹系情報システムの標準化・共通化への対応について、目標時

期である令和７年度末までに、計画的かつ円滑な標準準拠システム

への移行を図るため、必要となる支援及び措置を要望するもの。 

現 況  課 題  

●独自システムから標準準拠システ

ムに移行するため、多大な経費負

担が必要になる。 

●データ移行及び業務フローの見直

し等に係る作業量が膨大になるた

め、目標時期までに移行を完了さ

せるには、担当職員に業務が集中

し、負担が非常に大きくなる。 

●全国の自治体が令和６年度頃から

約２年の間で一斉に対応作業を実

施することになるため、システム

事業者の人材が不足することが想

定される。  

具体 的 要望 内 容  
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高規格道路網等の整備推進について 
 

＜主管省庁局 国土交通省道路局＞ 

【要望の趣旨】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 
 

 

【徳島市担当部課】都市建設部広域道整備課 

高規格道路ネットワ－クの機能を高め激甚化・頻発化する自然災害に加

え、人口減少など社会変化に対応できるまちづくりを目指すとともに、災害

に強く人に優しい道路環境が整備されることを目指している。このことから

高規格道路網等の整備推進について確実な事業の執行を要望するもの。 

○徳島南部自動車道 
⇒徳島津田 IC～阿南 IC(仮)間は

整備中。 
⇒徳島ＪＣＴ～徳島沖洲 IC 間が

令和４年３月に開通。 
○徳島自動車道  

⇒速度低下の一因となるサグが
15 箇所存在。 

⇒暫定２車線区間が約７割。 
⇒通行止め時間ワーストランキ

ングでは上位。 
○徳島環状道路  

⇒徳島市中心部では国道 11 号、 
55 号、192 号が交差している 
ため交通の集中により渋滞が 
慢性化。 

●徳島南部自動車道  
⇒高規格道路、空港、港湾を

生かしたまちづくり。 
⇒京阪神圏への効率的な陸上

輸送に課題。 
●徳島自動車道  

⇒大規模災害時の物資輸送路
の確保。 

⇒利用者の安全性、快適性、
定時性、信頼性の確保が 
必要。 

●徳島環状道路  
⇒都市内交通と通過交通を 

分散させることが必要。 
 

地方創生の実現に不可欠な国土強靱化による 
高規格道路網等の整備を推進する必要がある。 

 
 

次について、特段のご配慮をお願いします。 
１．高規格道路網等の整備推進について 

⑴徳島南部自動車道 
 ・徳島津田 IC～阿南 IC(仮)間の整備推進 
⑵徳島南環状道路の整備推進 

 ⑶徳島自動車道の早期４車線化 
 
２．道路関係予算の確保について 

⑴令和５年度の道路関係予算については、所要額を確保すること 
⑵新型コロナ収束後に地域経済をＶ字回復させるため、今後の予算編成

にあたっては、新たな財源の創設を含め道路関係予算を最大限確保す
ること 

⑶暫定２車線の４車線化などに必要な財源の安定的な確保を図ること 

 

現 況  課 題  

具体 的 要望 内 容  
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吉野川の直轄管理区間における 
洪水・地震津波対策の促進について 

 

＜主管省庁局 国土交通省水管理・国土保全局＞ 

【要望の趣旨】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【徳島市担当部課】都市建設部河川水路課 

 
 
徳島市は、雨水貯留施設や排水施設等の整備など、国と一体となって 

流域治水を推進しており、国においても、吉野川における直轄河川改修事
業等の整備促進と新規箇所の早期事業化について、特段のご配慮をお願い
します。 

 
１．榎瀬川樋門改築事業 

・榎瀬川樋門改築の早期完成  
 

２．吉野川・今切川の洪水・地震津波対策 
⑴今切川の無堤地区への堤防整備及び堤防耐震対策の促進 
⑵今切川右岸宮島江湖川及び榎瀬江湖川合流点への水門の新設 
 

３．内水対策 
⑴角ﾉ瀬排水機場の能力向上(20 ㎥/s→40 ㎥/s) 
⑵宮島江湖川及び榎瀬江湖川における排水機場の新設 

 
近年の気候変動による水災害の激甚化・頻発化を踏まえ、防災・減災が

主流となる安全・安心な社会の実現に向けて、流域治水対策の加速化を図
るために必要な治水事業予算の最大限の確保をお願いいたします。 

市民の安全で安心な生活を確保するため対策が必要である。 

●津波等による浸水被害の発生を
防止するため、樋門改築の早期
完成が望まれている。 

○榎瀬川樋門改築事業 
⇒南海トラフ巨大地震等により、

樋門の機能が失われ、津波等の 
浸水被害拡大のおそれがある。  

台風等の洪水による浸水被害や今後想定される南海トラフ巨大
地震の津波被害の軽減を図るため、吉野川・今切川において必要な
対策の計画的な実施に向け、治水事業費の予算確保について要望す
るとともに、直轄河川改修事業等の整備促進を要望するもの。 

○今切川の洪水･地震津波対策 
⇒堤防の無い地区や堤防の液状

化対策を必要とする地区が存
在する。  

○飯尾川流域等の浸水被害 
⇒台風 11 号(H26)で､多数の家屋

が浸水被害を受け、内水対策
を中心とした要望や意見が相
次いでいる。  

●洪水や地震･津波による浸水被害
が発生するため、無堤部対策や
水門の設置、液状化対策の実施
により、洪水や地震津波による
浸水被害を防止する。 

●内水被害の軽減に向け、ハード 
･ソフト対策の充実が必要である。 

現 況  課 題  

具体 的 要望 内 容  
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➊

➋・➌

今切川

宮島江湖川水門

今切川

榎瀬江湖川水門
今切川河口堰

中島

加賀須野

米津
中島

榎瀬

吉野川

徳島市

松茂町
北島町

承認番号 平30徳島市指令第127号

(継続中)

(実施済)

飯尾川概要図

➌

Ｐ

徳島市

飯尾川

地理院地図より

洪水 ・地震津波対策箇所

：地震津波対策と洪水対策が重複する区間
として築堤等対策を進める箇所

：液状化対策必要区間
：対策実施済箇所
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吉野川水系流域治水プロジェクト
～日本一の暴れ川から命と資産を守る治水対策～

ポンプ場施設整備

水路整備

川内地区排水施設整備

排水機場新設（市）

排水機場設備
増設（市）

水路整備
（市）

○徳島市では、浸水区域の解消や浸水被害の軽減を図るため、雨水排水施設（川内地
区）や雨水貯留施設（南沖洲地区）などの整備を実施していきます。
○市独自の取り組みとして、「徳島市流域治水検討会議」で関係部局と連携体制を構築
し、更なる流域治水対策の検討を進めます。

水路整備

今切川宮島江湖川水門
整備 （国）

南沖洲地区雨水貯留施設整備

雨水貯留施設

宮島樋門（国）
【既設】

今切川宮島江湖川水門
（国） 【計画】

都市下水路（整備中）雨水貯留設備（整備中）

０

排水設備（計画）
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徳島市は持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています。 


